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《
資
料
》
修
験
寺
へ
の
縁
切
り
駆
け
込
み
│
羽
前
国
村
山
郡
寒
河
江
・
最
上
院
文
書
│
髙
木
侃
解
題
一
本
小
稿
は
、
副
題
の
通
り
、
山
形
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
に
な
る
羽
前
国
村
山
郡
寒
河
江
・
最
上
院
(1
)
文
書
に
み
ら
れ
る
駆
け
込
み
文
書
を
翻
刻
し
た
も
の
で
(2
)
あ
る
。
最
上
院
は
、
三
か
院
四
十
八
坊
か
ら
な
る
一
山
体
制
を
形
成
す
る
慈
恩
寺
の
、
そ
の
三
か
院
の
一
つ
、
天
台
宗
別
当
で
、
六
八
七
石
二
斗
三
升
と
い
う
一
山
内
で
最
大
の
朱
印
地
を
有
(3
)
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
慈
恩
寺
は
慈
恩
宗
本
山
で
、
山
号
は
瑞
宝
山
。
寺
伝
に
は
七
四
六
（
天
平
十
八
）
年
婆
羅
門
僧
正
の
開
基
と
さ
れ
、
初
め
は
法
相
宗
、
の
ち
に
天
台
・
真
言
両
宗
を
修
し
、
修
験
道
の
祈
祷
寺
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
八
鍬
村
を
は
じ
め
二
八
一
二
石
余
の
朱
印
地
を
領
し
、
天
台
宗
別
当
最
上
院
と
真
言
宗
学
頭
宝
蔵
院
の
も
と
に
一
山
体
制
を
形
成
し
た
。
最
上
院
は
別
当
と
し
て
寺
司
・
宝
前
・
月
蔵
・
与
力
・
右
京
・
常
陸
な
ど
の
一
山
役
人
を
配
下
に
お
き
、
ま
た
最
上
院
衆
徒
（
妻
帯
修
験
）
二
十
か
坊
を
統
括
し
て
い
た
。
ま
た
、
一
山
の
事
務
と
家
政
を
司
る
別
当
所
用
部
屋
が
お
か
れ
て
い
た
。
二
本
稿
に
紹
介
す
る
の
は
、
女
性
（
こ
と
に
(4
)
女
房
）
の
修
験
寺
へ
の
縁
切
り
駆
け
込
み
で
あ
る
が
、
一
件
（
史
料
3
）
を
除
い
て
、
い
ず
れ
も
女
房
の
駆
け
込
み
で
あ
る
。
通
例
、
縁
切
り
駆
け
込
み
と
い
え
ば
、
関
東
に
二
つ
あ
っ
た
縁
切
寺
の
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
修
験
寺
へ
の
駆
け
込
み
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
多
く
は
、
「
御
当
院
御
台
所
え
御
歎
申
欠
込
」（
史
料
1
）、「
御
当
院
様
御
台
所
え
罷
上
り
、
難
渋
之
訳
柄
色
々
申
上
、
歎
込
御
救
ひ
被
成
下
度
旨
申
之
」（
史
料
4
）
と
み
え
る
よ
う
に
最
上
院
の
「
御
台
所
」
へ
駆
け
込
ん
だ
と
い
う
。
寺
の
「
御
台
所
」
へ
は
庶
民
も
出
入
り
が
許
さ
れ
1 修験寺への縁切り駆け込み
た
場
で
、
そ
こ
へ
の
駆
け
込
み
は
、
非
公
式
な
訴
え
と
し
て
、
個
別
に
救
助
の
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
筆
者
は
上
州
小
幡
藩
の
武
家
屋
敷
台
所
へ
の
縁
切
り
駆
け
込
み
を
紹
介
し
、
こ
れ
を
「
台
(5
)
所
訴
」
と
称
し
た
が
、
藩
で
は
、
た
と
え
「
台
所
訴
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
本
来
「
差
越
願
」
で
あ
り
、「
心
得
違
」
で
あ
る
か
ら
、
タ
テ
マ
エ
と
し
て
は
受
理
し
え
な
い
と
い
う
立
場
を
と
る
。
駆
け
込
み
女
は
ひ
と
ま
ず
町
世
話
役
等
に
引
き
渡
さ
れ
、
そ
こ
で
「
内
調
」
つ
ま
り
非
公
式
な
取
り
調
べ
が
な
さ
れ
る
。
町
世
話
役
は
、
藩
の
町
奉
行
の
一
執
行
機
関
で
あ
っ
た
か
ら
、
関
係
者
な
ど
の
呼
び
出
し
を
し
た
上
で
、
藩
の
威
光
を
背
景
に
内
済
離
縁
を
成
立
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
最
上
院
へ
の
台
所
訴
は
、
武
家
屋
敷
と
は
異
な
り
、
受
理
で
き
な
い
も
の
と
は
考
え
ず
、
少
な
く
と
も
駆
け
込
み
の
事
情
、
本
人
の
嘆
願
の
様
子
か
ら
、
こ
れ
を
受
理
し
た
の
で
あ
る
。
さ
も
な
い
と
き
は
女
の
「
一
命
相
捨
可
申
と
決
心
仕
」、
あ
る
い
は
「
身
命
相
捨
可
申
よ
り
外
無
之
」
と
自
殺
の
決
意
を
ほ
の
め
か
さ
れ
、「（
寺
の
）
御
慈
情
」・「
格
別
之
御
慈
愛
」・「
広
大
之
御
慈
愛
」、
つ
ま
り
寺
の
慈
悲
心
か
ら
駆
け
込
み
訴
え
を
受
理
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
女
房
で
な
い
奉
公
人
の
駆
け
込
み
が
一
件
あ
っ
た
（
史
料
3
）。
ま
つ
え
は
旅
籠
屋
の
奉
公
人
（
飯
盛
り
）
と
し
て
契
約
し
た
が
、
飯
盛
り
と
偽
り
「
売
女
商
売
い
た
さ
せ
」、
ま
こ
と
に
難
渋
迷
惑
と
申
せ
ば
、
主
人
夫
婦
の
責
め
折
檻
。「
昼
夜
苦
界
之
勤
」
耐
え
難
く
、
最
上
院
配
下
の
延
命
坊
に
駆
け
込
ん
だ
事
例
で
あ
る
。
延
命
坊
が
願
人
に
な
り
、
支
配
の
天
童
藩
二
代
目
藩
主
織
田
兵
部
少
輔
信
学
の
役
所
に
、
御
威
光
を
も
っ
て
女
の
願
通
り
に
解
決
し
て
ほ
し
い
旨
、
願
書
を
し
た
た
め
た
。
こ
の
織
田
氏
は
先
に
台
所
訴
を
受
理
し
た
上
州
小
幡
藩
か
ら
入
封
し
て
き
た
藩
主
で
、
あ
る
い
は
こ
の
種
の
駆
け
込
み
に
一
定
の
理
解
を
示
す
こ
と
が
周
辺
に
熟
知
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
三
女
房
の
駆
け
込
み
の
う
ち
、
当
初
は
離
縁
を
求
め
て
駆
け
込
む
も
、
寺
の
説
得
で
夫
が
承
伏
し
て
不
法
を
改
め
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
て
復
縁
す
る
事
例
が
見
ら
れ
る
（
史
料
1
・
2
・
5
・
7
・
10
）。
嘉
永
元
（
一
八
四
九
）
年
最
上
院
役
人
か
ら
出
羽
松
山
藩
酒
井
石
見
守
忠
良
の
左
沢
役
場
に
し
た
た
め
た
願
書
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
貫
見
村
庄
六
娘
つ
よ
が
最
上
院
へ
救
け
を
願
っ
て
駆
け
込
ん
だ
。
そ
れ
を
受
理
し
て
、「
取
調
」
の
と
こ
ろ
、
前
年
二
月
大
木
村
弥
内
三
男
兵
蔵
を
聟
に
迎
え
た
が
、
追
々
夫
婦
仲
が
悪
く
な
り
、
つ
よ
の
両
親
と
も
和
融
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
最
上
院
で
は
夫
を
説
諭
し
、
さ
ら
に
夫
方
名
主
に
離
婚
交
渉
の
仲
介
を
依
頼
し
、
穏
便
の
解
決
を
図
ろ
う
と
す
る
が
、
名
主
は
聟
の
か
た
を
も
っ
て
か
、
再
三
再
四
の
文
に
よ
る
説
得
に
も
応
じ
な
い
の
で
、
こ
れ
で
は
「
一
山
法
中
之
規
格
」
が
た
た
な
い
と
、
こ
こ
で
も
支
配
の
酒
井
石
見
守
忠
良
の
権
威
を
か
り
て
離
縁
を
か
な
え
よ
う
と
目
論
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
史
料
は
二
通
（
8
・
9
）
あ
る
も
の
の
、
ど
の
よ
う
な
結
論
に
至
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
最
上
院
は
女
房
の
駆
け
込
み
に
対
し
て
多
く
は
夫
の
も
と
に
帰
る
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べ
く
、
ま
ず
女
房
を
説
諭
し
た
が
、
離
縁
意
思
が
固
い
と
き
に
は
、
夫
に
不
埒
を
改
め
る
こ
と
を
約
束
さ
せ
て
復
縁
さ
せ
た
。
そ
の
上
で
夫
が
「
前
非
相
弁
ひ
心
底
相
改
」
め
、
女
房
へ
対
し
て
「
無
筋
之
義
申
掛
間
敷
急
度
相
誓
ひ
」、
復
縁
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
夫
の
改
心
と
誓
約
が
反
古
に
さ
れ
て
い
る
様
子
を
聞
き
及
ん
だ
と
き
は
女
房
は
「
一
旦
御
取
上
救
命
願
候
女
之
義
、
離
別
離
縁
之
筋
ニ
不
拘
御
引
取
被
成
、
如
何
様
被
成
下
候
と
も
一
言
之
故
障
申
上
間
敷
候
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
一
度
最
上
院
が
救
助
し
た
女
な
の
で
、
そ
の
よ
う
な
様
子
が
み
え
た
ら
、
今
度
こ
そ
た
と
え
最
上
院
が
引
き
取
っ
て
離
縁
に
な
っ
た
と
し
て
も
一
言
の
文
句
も
言
わ
な
い
と
し
て
い
る
。
再
び
夫
不
埒
の
と
き
は
離
婚
で
解
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
史
料
4
・
6
）。以上
の
通
り
、
縁
切
寺
以
外
の
場
に
も
、
女
房
に
と
っ
て
の
縁
切
り
駆
け
込
み
の
場
が
存
在
し
た
こ
と
の
、
さ
さ
や
か
な
報
告
で
(6
)
あ
る
。
注（1
）
「
文
政
七
年
〜
嘉
永
元
年
駈
込
み
訴
え
文
書
」
と
し
て
一
括
し
て
綴
ら
れ
て
い
る
。
登
録
番
号
212
・
5
、
Ｓ
39
、
1－
267
」
で
あ
る
。
館
並
び
に
担
当
者
に
謝
意
を
表
す
る
。
（
2
）
全
部
で
十
通
あ
る
が
、
す
で
に
『
山
形
県
史
資
料
編
十
四
慈
恩
寺
史
料
』（
一
九
七
四
年
三
月
）
に
五
四
五
〜
五
四
八
ま
で
四
通
が
翻
刻
・
紹
介
さ
れ
て
あ
り
（
史
料
1
・
2
・
4
・
8
）、
ま
た
山
口
智
「
ア
ジ
ー
ル
と
近
世
寺
院
」（『
西
村
山
地
域
史
の
研
究
』
第
8
号
、
一
九
九
〇
年
九
月
）
に
別
の
二
通
が
翻
刻
・
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
史
料
6
・
9
）。
と
は
い
え
、
こ
こ
で
は
駈
込
み
訴
え
文
書
全
体
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
、
本
稿
で
指
摘
は
し
な
か
っ
た
が
、
一
部
に
誤
植
が
み
ら
れ
る
の
で
、
あ
え
て
翻
刻
す
る
意
味
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
本
稿
で
の
表
題
は
『
県
史
』
に
な
ら
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
村
名
に
羽
前
国
村
山
郡
を
冠
す
る
の
は
省
略
し
た
。
（
3
）
最
上
院
に
つ
い
て
は
、
阿
部
酉
喜
夫
「
慈
恩
寺
の
歴
史
」
（
山
形
県
教
育
委
員
会
『
慈
恩
寺
文
書
調
査
報
告
書
』
一
九
八
八
年
三
月
）
参
照
。
（
4
）
江
戸
時
代
は
今
日
の
妻
に
あ
た
る
呼
称
は
、
狭
義
に
は
女
房
を
用
い
た
の
で
、
本
稿
で
も
そ
れ
を
踏
襲
し
た
。
ち
な
み
に
妻
は
狭
義
に
は
妾
を
意
味
す
る
。
（
5
）
拙
著
『
縁
切
寺
満
徳
寺
の
研
究
』（
成
文
堂
、
一
九
九
〇
年
）
四
二
八
頁
以
下
、
同
『
三
く
だ
り
半
と
縁
切
寺
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
十
二
月
復
刊
）
一
八
五
・
六
頁
。
（
6
）
史
料
の
引
用
は
、
前
掲
注
（
5
）『
縁
切
寺
満
徳
寺
の
研
究
』
凡
例
に
拠
っ
た
。
付
記本
稿
は
、
平
成
二
十
三
年
度
専
修
大
学
研
究
助
成
（
個
別
研
究
）
を
え
た
「
縁
切
り
駆
け
込
み
に
関
す
る
研
究
│
縁
切
寺
以
外
の
場
│
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
特
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
3 修験寺への縁切り駆け込み
史料
目
次
1
文
政
七
年
五
月
天
童
田
町
忠
治
郎
女
房
駈
込
一
件
2
天
保
十
二
年
九
月
松
橋
村
権
助
女
房
駈
込
一
件
3
天
保
十
五
年
十
二
月
酒
屋
飯
盛
り
女
駈
込
一
件
4
弘
化
二
年
四
月
石
川
村
文
右
衛
門
女
房
駈
込
一
件
5
弘
化
二
年
七
月
白
岩
村
利
吉
女
房
駈
込
一
件
6
弘
化
四
年
正
月
楯
西
村
喜
代
治
女
房
駈
込
一
件
7
弘
化
四
年
八
月
米
沢
村
栄
蔵
女
房
駈
込
一
件
8
嘉
永
元
年
八
月
貫
見
村
庄
六
娘
駈
込
一
件
9
嘉
永
元
年
九
月
同
駈
込
一
件
10
巳
年
三
月
七
日
岩
木
村
与
七
女
房
駈
込
一
件
史
料
1
文
政
七
年
五
月
天
童
田
町
忠
治
郎
女
房
駈
込
一
件
差
上
申
一
札
之
事
一
天
童
田
町
忠
治
郎
女
房
り
く
御
当
院
御
台
所
え
御
歎
申
欠
込
、
御
差
置
被
下
候
処
、
親
類
之
者
共
罷
上
り
、
願
之
通
御
下
ケ
被
下
、
長
々
御
世
話
之
段
難
有
奉
存
候
、
其
後
夫
忠
二
郎
無
拠
存
慮
を
以
、
又
候
御
歎
申
処
、
四
郎
兵
衛
・
彦
右
衛
門
・
仁
兵
衛
取
斗
過
候
義
有
之
、
御
當
院
軽
率
ニ
心
得
候
義
ニ
モ
相
当
り
、
其
外
四
郎
兵
衛
・
忠
二
郎
兄
弟
之
不
熟
、
親
類
共
行
違
之
義
取
縺
、
す
て
に
掛
り
合
ニ
可
相
成
候
処
、
相
方
御
(和
カ
)
宥
知
書
取
斗
方
之
義
ハ
、
右
三
人
之
者
共
よ
り
御
詫
申
上
、
兄
弟
之
(か
脱
)
い
ミ
合
ハ
扱
人
貰
請
、
以
来
申
分
無
之
熟
談
仕
、
偏
ニ
御
慈
情
と
一
統
難
有
仕
合
奉
存
候
、
仍
て
差
上
申
一
札
如
件
沢
畑
村願
人四
郎
兵
衛
㊞
高
瀬
村同
文
政
七
年
彦
右
衛
門
㊞
申
五
月
廿
六
日
箕
輪
村同
仁
塀
衛
㊞
天
童
忠
治
郎
㊞
慈
恩
寺扱
人恒
治
㊞
最
上
院
様
御
台
所
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2天
保
十
二
年
九
月
松
橋
村
権
助
女
房
駈
込
一
件
差
上
申
一
札
之
事
上
小
泉
村
名
主
権
太
郎
組
下
傳
吉
娘
ふ
く
と
申
も
の
、
谷
地
松
橋
村
権
助
女
房
罷
成
居
候
処
、
同
人
儀
困
窮
ニ
付
、
高
屋
村
太
兵
衛
方
え
下
女
奉
公
ニ
罷
出
候
処
、
持
病
差
発
り
、
難
儀
仕
候
得
共
、
権
助
儀
養
生
手
当
も
致
し
呉
不
申
候
ニ
付
、
無
拠
罷
出
、
御
當
院
様
え
歎
込
願
、
御
厄
介
御
救
之
程
難
有
奉
存
候
、
右
ニ
付
今
般
拙
者
と
も
罷
出
、
奉
公
向
之
儀
は
故
障
無
之
様
相
片
附
、
且
夫
ト
権
助
儀
、
右
ふ
く
女
病
症
養
生
之
儀
も
等
閑
な
く
手
当
致
し
、
無
筋
之
儀
不
申
掛
、
親
介
抱
之
儀
も
無
麁
略
様
致
し
候
様
申
、
急
度
申
聞
候
処
屈
伏
致
候
ニ
付
、
右
ふ
く
事
御
返
シ
被
成
下
候
様
名
主
忠
左
衛
門
方
よ
り
添
書
申
請
、
御
当
院
様
御
役
人
中
迄
願
上
候
処
、
格
別
之
御
勘
弁
を
以
早
速
御
聞
済
之
上
、
右
女
御
返
渡
し
被
下
置
難
有
仕
合
奉
存
候
、
然
ル
上
は
右
女
ニ
付
以
後
難
渋
無
之
様
相
斗
、
御
願
筋
等
決
て
申
上
間
鋪
候
、
依
之
親
類
組
合
連
印
を
以
一
札
差
上
申
候
、
仍
て
如
件
上
小
泉
村ふ
く
夫
天
保
十
二
年
丑
九
月
権
助
㊞
組
合
孫
八
㊞
同
吉
兵
衛
㊞
同
徳
次
㊞
親
類
平
四
郎
㊞
慈
恩
寺
最
上
院
様
御
役
人
中
3
天
保
十
五
年
十
二
月
酒
屋
飯
盛
り
女
駈
込
一
件
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
慈
恩
寺
山
内
天
台
宗
延
命
坊
奉
申
上
候
義
は
、
去
卯
年
中
迄
当
町
酒
屋
甚
兵
衛
方
ニ
罷
在
候
ま
つ
え
と
申
女
、
出
生
当
郡
楯
岡
も
の
ニ
て
、
甚
兵
衛
方
ニ
飯
盛
り
奉
公
ニ
七
ケ
年
季
ニ
て
金
五
両
ニ
相
定
受
取
之
、
奉
公
ニ
罷
在
候
処
、
同
人
方
は
旅
籠
屋
渡
世
之
義
ニ
候
得
共
、
飯
盛
り
と
偽
り
売
女
商
売
い
た
さ
せ
、
以
之
外
之
儀
誠
難
渋
迷
惑
仕
候
得
共
、
否
申
候
得
は
同
人
夫
婦
之
も
の
責
問
厳
敷
、
無
拠
年
季
之
内
去
卯
ノ
七
月
迄
相
勤
罷
在
候
得
共
、
昼
夜
苦
界
之
勤
難
堪
奉
存
、
一
命
相
捨
候
よ
り
外
無
之
底
意
ニ
て
、
拙
僧
方
(マ
マ
)
へ
泳
り
込
ミ
、
相
救
ひ
呉
候
様
申
ニ
付
、
不
便
と
存
差
置
、
甚
兵
衛
方
へ
念
達
い
た
し
、
近
々
掛
合
候
て
も
甚
兵
衛
腑
ニ
落
不
申
、
我
意
申
之
候
ニ
付
、
無
拠
今
般
奉
願
上
候
義
ハ
、
右
ま
つ
え
年
季
5 修験寺への縁切り駆け込み
給
金
五
両
甚
兵
衛
方
へ
差
戻
し
候
上
ニ
て
、
暇
出
し
呉
、
ま
つ
え
身
ノ
上
無
難
ニ
成
行
候
様
被
仰
付
被
下
置
度
奉
願
上
候
、
畢
竟
甚
兵
衛
義
、
我
欲
之
仕
末
当
時
之
御
趣
意
ニ
も
相
振
、
売
女
商
売
為
致
、
是
迄
多
分
之
金
銭
も
ふ
け
い
た
し
候
義
は
眼
前
之
儀
、
左
候
得
は
残
り
年
季
僅
之
義
本
金
相
済
候
上
ニ
は
、
甚
兵
衛
申
分
も
無
之
義
と
奉
存
候
間
、
何
卒
御
威
光
を
以
同
人
御
呼
出
し
、
御
利
解
被
仰
聞
、
右
願
之
通
り
被
仰
付
被
下
置
度
偏
ニ
奉
願
上
候
、
以
上
慈
恩
寺
願
人
天
保
十
五
年
辰
十
二
月
延
命
坊
同
断差
添
人玉
蔵
坊
織
田
兵
部
少
輔
様
御
役
所
右
前
文
之
通
り
今
般
無
余
儀
織
田
兵
部
少
輔
様
御
役
所
え
奉
願
上
度
候
間
、
何
卒
御
慈
悲
を
以
御
添
簡
被
成
下
置
候
様
奉
願
上
候
、
以
上
願
人
天
保
十
五
年
辰
十
一
月
延
命
坊
差
添
人
玉
蔵
坊
御
本
寺
様
4
弘
化
二
年
四
月
石
川
村
文
右
衛
門
女
房
駈
込
一
件
差
上
申
一
札
之
事
一
当
巳
三
月
中
、
石
川
村
武
右
衛
門
組
下
善
太
郎
分
家
文
右
衛
門
妻
い
わ
事
、
御
当
院
様
御
台
所
え
罷
上
り
、
難
渋
之
訳
柄
色
々
申
上
、
歎
込
御
救
ひ
被
成
下
度
旨
申
之
、
右
は
夫
ト
文
右
衛
門
儀
、
是
迄
度
々
疑
心
ニ
妬
ミ
申
掛
、
種
々
責
さ
い
な
ミ
候
仕
儀
、
難
堪
存
候
得
共
、
連
添
候
上
之
儀
成
丈
相
堪
ら
ひ
罷
在
候
得
共
、
弥
以
追
々
絶
気
難
渋
申
掛
不
相
休
候
ニ
付
、
無
処
一
生
之
限
り
存
じ
家
出
い
た
し
候
得
共
、
非
業
之
仕
成
も
無
本
意
存
じ
歎
キ
申
上
候
ニ
付
、
御
不
便
被
為
思
召
御
取
上
被
成
下
候
処
、
文
右
衛
門
親
類
近
所
之
拙
者
共
并
八
鍬
村
吉
平
共
々
御
当
院
様
え
奉
願
上
、
以
来
文
右
衛
門
前
非
相
弁
ひ
心
底
相
改
、
い
わ
え
対
し
決
て
無
筋
之
義
申
掛
間
敷
急
度
相
誓
ひ
、
一
家
相
続
為
致
度
段
達
て
奉
願
上
候
処
、
格
別
之
御
慈
愛
を
以
右
い
わ
御
下
ケ
之
儀
御
聞
済
被
成
下
難
有
奉
存
候
、
然
ル
上
は
、
此
後
家
内
え
立
帰
り
和
融
相
続
可
仕
候
、
万
一
前
段
之
様
子
不
相
休
風
と
様
子
柄
被
及
御
聞
候
ハ
ヽ
、
一
旦
御
取
上
救
命
願
候
女
之
義
、
離
別
離
縁
之
筋
ニ
不
拘
御
引
取
被
成
、
如
何
様
被
成
下
候
と
も
一
言
之
故
障
申
上
間
敷
候
、
且
又
拙
者
共
方
え
如
何
様
被
仰
付
候
と
も
違
背
仕
間
敷
候
、
依
之
連
印
一
札
差
上
専修法学論集 第122号 6
申
処
、
仍
て
如
件
石
川
村
弘
化
二
年
文
右
衛
門
㊞
巳
四
月
右
親
類善
太
郎
㊞
右
近
所
組
合
仲
次
㊞
右
同
断久
右
衛
門
㊞
立
入
人
八
鍬
村
吉
平
㊞
最
上
院
様
御
役
人
衆
中
5
弘
化
二
年
七
月
白
岩
村
利
吉
女
房
駈
込
一
件
差
上
申
一
札
之
事
一
今
般
綱
取
村
初
重
郎
娘
き
う
と
申
女
、
白
岩
村
利
吉
と
申
も
の
ニ
縁
付
罷
在
候
処
、
右
利
吉
義
ハ
金
堀
渡
世
之
も
の
ニ
候
得
共
、
商
売
打
捨
博
奕
下
道
之
遊
放
埒
ニ
て
、
家
内
相
続
無
覚
束
罷
成
候
侭
、
女
房
き
う
歎
ケ
敷
度
々
異
見
仕
候
得
共
、
一
向
不
相
用
却
て
打
擲
等
い
た
し
候
侭
、
一
命
相
捨
可
申
と
決
心
仕
候
得
共
、
一
先
思
案
を
致
し
、
当
御
台
所
え
娘
と
両
人
ニ
て
懸
込
ミ
、
一
命
御
救
被
成
下
置
候
段
難
有
奉
存
候
、
然
ル
処
此
度
夫
ト
利
吉
義
前
非
後
悔
仕
、
是
迄
放
埒
い
た
し
候
義
は
勿
論
急
度
相
改
、
以
後
博
奕
等
之
儀
決
て
仕
間
敷
候
間
、
何
卒
右
女
両
人
共
ニ
初
重
郎
方
え
御
下
ケ
被
成
下
置
度
奉
願
上
候
処
、
早
速
御
聞
済
ニ
相
成
難
有
仕
合
奉
存
候
、
此
上
夫
ト
利
吉
義
家
業
専
一
ニ
仕
、
此
末
路
頭
ニ
迷
わ
せ
候
儀
仕
間
敷
候
、
且
同
人
と
も
身
体
無
恙
睦
敷
家
内
相
続
仕
候
様
成
行
候
も
偏
ニ
(マ
マ
)
広
太
之
御
慈
愛
と
一
同
難
有
奉
存
候
、
依
之
拙
者
共
立
合
銘
々
連
印
を
以
、
右
女
両
人
共
御
下
ケ
被
成
下
置
候
上
は
、
以
後
右
ニ
付
御
苦
労
相
掛
り
候
儀
決
て
仕
間
歎
候
、
為
其
連
印
一
札
差
上
申
候
処
、
仍
て
如
件
白
岩
村
弘
化
二
年
利
吉
㊞
巳
七
月
綱
取
村初
重
郎
㊞
清
助
新
田
次
兵
衛
㊞
最
上
院
様
御
役
人
衆
中
6
弘
化
四
年
正
月
楯
西
村
喜
代
治
女
房
駈
込
一
件
差
上
申
一
札
之
事
一
寒
河
江
楯
西
村
上
町
名
主
幸
左
衛
門
組
喜
代
治
、
同
楯
北
村
千
治
7 修験寺への縁切り駆け込み
娘
ぶ
ん
、
去
午
八
月
中
よ
り
連
添
罷
在
候
処
、
先
達
て
御
当
院
様
御
台
所
え
難
渋
之
訳
柄
色
々
申
上
歎
込
ミ
、
御
救
ひ
被
成
下
度
旨
申
之
、
右
は
夫
婦
仲
合
度
々
口
論
い
た
し
、
殊
更
夫
ト
喜
代
治
事
、
家
業
打
捨
身
持
放
埒
仕
候
よ
り
、
兎
角
女
房
え
手
当
も
不
宜
、
種
々
責
ふ
ミ
候
故
、
当
人
義
難
堪
存
候
得
共
、
女
性
故
是
迄
人
々
之
(異
)
任
已
見
ニ
連
添
罷
在
候
処
、
度
々
絶
気
難
渋
申
掛
打
擲
等
致
放
埒
等
不
相
止
候
ニ
付
、
無
拠
一
生
之
限
り
存
見
詰
も
無
覚
束
故
、
家
出
い
た
し
候
得
共
、
非
業
之
仕
成
も
無
本
意
ト
存
し
、
御
当
院
様
え
欠
込
ミ
御
歎
キ
申
上
候
処
、
御
不
便
と
被
思
召
御
取
上
被
成
候
、
此
度
親
類
之
者
御
当
院
様
え
奉
願
上
、
已
来
喜
代
治
事
前
非
相
弁
ひ
心
底
相
改
メ
、
ぶ
ん
え
対
し
無
筋
之
儀
も
申
掛
間
敷
急
度
相
慎
ミ
、
一
家
相
続
為
致
度
段
達
て
奉
願
上
候
処
、
格
別
之
御
慈
愛
を
以
右
ぶ
ん
事
御
下
ケ
之
儀
御
聞
済
被
成
下
難
有
奉
存
候
、
然
ル
上
は
此
後
家
内
え
立
帰
り
和
融
相
続
可
仕
候
、
万
一
前
段
之
様
子
不
相
止
風
聞
様
子
抔
被
及
御
聞
候
ハ
ヽ
、
一
旦
救
命
ニ
預
候
女
之
儀
離
別
離
縁
之
筋
ニ
不
抱
御
引
取
被
成
、
如
何
様
御
(始
)支
末
被
成
下
候
共
一
言
之
故
障
等
申
間
敷
候
、
依
之
連
印
書
面
差
上
申
処
、
仍
て
如
件
当
人
弘
化
四
年
喜
代
治
㊞
未
ノ
正
月
親
類
孝
助
㊞
組
合
四
郎
兵
衛
㊞
七
日
町
組
金
蔵
㊞
ぶ
ん
親千
治
㊞
最
上
院
様
御
役
人
衆
中
7
弘
化
四
年
八
月
米
沢
村
栄
蔵
女
房
駈
込
一
件
(貼
紙
)
「
常
陸
詫
印
紙
」一
札
之
事
一
今
般
拙
者
共
罷
出
候
儀
は
、
先
達
中
栄
蔵
女
房
清
へ
と
申
者
、
有
由
為
欠
込
御
願
ひ
申
上
、
身
上
御
救
被
下
度
旨
是
迄
御
助
罷
在
候
処
、
此
度
夫
栄
蔵
儀
申
事
は
、
以
来
女
房
え
手
当
等
い
た
し
打
擲
等
不
仕
旨
申
ニ
付
、
御
当
院
様
よ
り
私
共
方
え
御
下
旨
御
願
申
上
、
夫
栄
蔵
方
え
相
返
申
筈
ニ
仕
候
、
若
此
後
如
何
様
之
儀
御
座
候
と
も
先
方
え
御
懸
合
之
上
可
然
様
奉
願
上
候
、
依
之
御
下
被
下
私
共
連
立
罷
帰
候
様
成
下
難
有
仕
合
奉
存
候
、
以
上
米
沢
館
岩
弘
化
四
年
八
月
善
四
郎
（
指
印
）
善
作
（
指
印
）
最
上
院
様
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御
台
所御
役
人
衆
中
様
8
嘉
永
元
年
八
月
貫
見
村
庄
六
娘
駈
込
一
件
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
事
一
御
朱
印
地
村
山
郡
瑞
宝
山
慈
恩
寺
別
當
天
台
宗
修
験
最
上
院
役
人
川
越
宗
左
衛
門
奉
申
上
候
儀
は
、
同
郡
御
代
官
石
井
勝
之
進
殿
元
御
支
配
貫
見
村
庄
六
娘
つ
よ
と
申
者
、
当
申
二
月
中
当
院
え
欠
込
、
相
救
被
下
度
歎
出
候
ニ
付
取
上
置
、
当
人
之
心
為
取
調
様
子
柄
相
尋
候
処
、
一
体
去
未
年
二
月
中
、
御
当
領
大
舟
木
村
弥
内
三
男
兵
蔵
と
申
者
媒
有
之
、
入
聟
ニ
貰
受
連
添
罷
在
候
処
、
追
々
夫
婦
仲
合
不
宜
、
空
敷
打
過
し
候
て
も
、
兎
角
両
親
共
家
内
不
和
融
ニ
も
可
相
成
義
、
種
々
教
諭
等
被
致
候
得
共
、
何
れ
ニ
も
和
融
致
し
兼
、
迚
も
存
命
も
致
兼
候
躰
、
無
是
非
当
山
麓
迠
罷
越
候
由
ニ
て
、
救
命
を
受
度
旨
相
歎
候
間
、
差
置
候
て
も
和
融
被
致
候
様
可
然
旨
追
々
種
々
被
申
諭
(カ
)
候
趣
、
何
様
ニ
も
聞
入
れ
無
之
、
左
候
ハ
ヽ
迚
も
両
親
之
歎
忍
か
た
く
想
像
候
得
共
、
身
命
相
捨
可
申
よ
り
外
無
之
旨
乍
(嘆
カ
)
悲
相
歎
、
日
夜
心
地
も
(穏
)
不
隠
候
間
、
当
四
月
中
よ
り
度
々
御
領
分
大
舟
木
村
名
主
長
蔵
方
え
、
当
院
役
僧
中
よ
り
文
通
を
以
相
頼
、
成
丈
ケ
御
領
主
御
役
向
御
苦
労
ニ
も
不
奉
掛
、
穏
便
之
斗
ヘ
方
有
之
候
様
致
度
利
解
被
申
聞
候
て
、
暇
差
出
呉
候
様
頼
入
候
得
共
相
分
り
不
申
、
右
は
最
初
文
通
を
以
遣
候
砌
ハ
、
右
兵
蔵
方
え
一
度
も
暇
相
願
候
上
ニ
て
取
斗
呉
候
様
、
使
之
者
え
直
様
返
書
被
遣
候
得
共
、
元
来
当
院
ハ
実
家
ニ
も
無
之
、
暇
願
等
ハ
実
家
よ
り
相
願
可
申
義
、
殊
ニ
庄
六
方
よ
り
直
々
願
ひ
ニ
参
り
候
義
ニ
は
無
之
、
娘
津
よ
一
命
を
も
不
厭
候
て
歎
出
候
得
は
、
当
人
之
歎
願
之
旨
ニ
て
右
名
主
方
え
願
入
候
義
ニ
御
座
候
得
は
、
暇
願
之
者
ニ
不
拘
成
丈
穏
便
ニ
致
度
、
尚
又
書
面
相
遣
候
処
、
名
主
村
役
共
留
守
中
之
趣
ニ
て
其
節
迚
も
相
分
り
不
申
、
其
後
何
等
之
沙
汰
も
無
之
候
間
、
又
々
以
書
面
否
哉
承
り
度
申
遣
候
処
、
彼
れ
是
れ
品
能
返
書
等
申
紛
し
遣
候
ニ
付
、
過
る
七
月
五
日
書
面
相
添
使
を
以
申
遣
候
処
、
又
々
相
分
り
不
申
、
殊
ニ
慈
恩
寺
え
は
挨
拶
難
相
成
候
抔
申
合
一
向
取
敢
不
申
、
甚
以
難
心
得
、
(畢
)必
竟
縁
談
不
熟
之
義
は
貰
受
候
方
ニ
て
当
人
之
存
慮
次
第
、
身
命
を
も
不
厭
連
添
兼
候
旨
歎
出
候
義
、
一
旦
当
院
ニ
て
も
取
上
ケ
置
種
々
申
諭
候
義
、
何
れ
ニ
も
和
熟
之
儀
迚
も
見
詰
無
之
、
前
書
之
次
第
ニ
て
埓
明
兼
、
一
体
法
中
と
謾
り
右
様
見
掠
不
取
留
斗
へ
方
、
無
余
義
今
般
以
書
面
此
段
奉
願
候
間
、
前
書
之
次
第
被
為
聞
召
訳
、
何
卒
右
村
名
主
長
蔵
・
弥
内
・
兵
蔵
等
御
召
出
御
調
之
上
、
厚
御
利
解
被
聞
、
暇
差
出
候
様
被
成
下
度
、
偏
ニ
御
威
光
之
程
奉
願
上
候
、
尚
御
尋
之
儀
も
御
座
候
ハ
ヽ
追
々
口
上
ニ
て
可
奉
申
上
候
、
以
上
御
朱
印
地
瑞
宝
山
嘉
永
元
年
戊
八
月
慈
恩
寺
別
当
天
台
宗
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最
上
院
役
人
川
越
宗
左
衛
門
酒
井
大
学
頭
様
御
領
分
左
沢
御
役
人
衆
中
様
9
嘉
永
元
年
九
月
同
駈
込
一
件
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
一
酒
井
石
見
守
様
御
領
分
当
郡
大
船
木
村
百
姓
弥
内
次
男
兵
蔵
儀
、
去
未
何
月
中
当
郡
御
代
官
石
井
勝
之
進
様
御
支
配
所
貫
見
村
百
姓
庄
六
方
え
取
持
人
有
之
入
聟
ニ
参
り
候
処
、
追
々
両
親
之
気
性
ニ
落
合
不
申
、
勿
論
女
房
(マ
マ
)
ち
よ
共
中
合
不
宜
候
ニ
付
、
右
ち
よ
事
当
二
月
中
在
所
を
振
捨
家
出
い
た
し
、
一
命
を
も
可
相
捨
存
意
ニ
候
処
、
流
石
女
性
之
甲
斐
な
き
心
付
よ
り
当
院
え
欠
込
、
右
之
次
第
相
救
ひ
呉
候
様
達
て
歎
込
、
慈
悲
之
心
附
も
無
之
候
ハ
ヽ
、
一
命
相
捨
可
申
外
無
之
体
、
至
極
不
便
ニ
存
し
取
上
置
、
彼
是
異
見
申
聞
候
得
共
、
迚
も
熟
縁
難
相
成
旨
申
事
故
、
無
余
儀
大
船
木
村
名
主
長
蔵
方
え
暇
貰
ひ
受
度
儀
ニ
付
、
離
縁
談
之
儀
、
当
五
月
中
文
通
を
以
取
斗
方
頼
入
候
処
、
取
敢
ニ
も
不
相
成
挨
拶
返
書
之
趣
申
越
し
、
其
後
も
追
々
文
通
を
為
抔
、
使
之
者
口
述
ニ
も
申
含
、
右
取
斗
方
之
儀
頼
入
候
て
も
取
〆
候
計
方
も
相
見
不
申
、
畢
竟
兵
蔵
方
え
偏
り
候
仕
成
ニ
候
も
の
哉
、
無
心
元
奉
存
候
、
且
当
方
ニ
罷
在
候
ち
よ
事
も
、
気
性
も
取
の
ほ
セ
候
体
ニ
て
且
夕
油
断
も
不
相
成
、
自
然
如
何
様
之
儀
有
之
候
哉
も
難
斗
、
左
候
時
は
慈
悲
を
以
取
上
候
詮
も
無
之
、
法
中
之
規
格
も
不
相
立
、
何
共
歎
敷
奉
存
候
間
、
今
般
無
拠
奉
願
上
候
、
何
卒
御
威
光
を
以
弥
内
・
兵
蔵
両
人
御
呼
出
、
何
等
之
訳
柄
ニ
て
挨
拶
ニ
難
及
哉
御
糺
し
之
上
、
篤
と
御
利
解
被
仰
聞
、
ち
よ
方
え
暇
差
出
呉
、
当
院
方
ニ
て
取
上
候
一
山
法
中
之
規
格
も
相
立
候
様
被
下
置
度
偏
ニ
奉
願
上
候
、
右
願
之
通
被
成
下
置
候
ハ
ヽ
難
有
仕
合
奉
存
候
、
猶
御
尋
之
儀
は
口
上
ニ
て
可
奉
申
上
候
、
以
上
御
朱
印
地
嘉
永
元
申
年
九
月
慈
恩
寺
別
当
最
上
院
役
酒
井
石
見
守
様
左
沢御
役
場
10
巳
年
三
月
七
日
岩
木
村
与
七
女
房
駈
込
一
件
差
上
申
(札
)
一
礼
之
事
一
今
度
私
心
得
違
い
を
も
つ
て
不
法
之
致
し
方
ニ
付
、
女
房
さ
ん
と
(者
)
申
物
御
山
内
御
貴
院
様
御
台
所
え
掛
込
罷
上
り
御
助
ケ
被
下
置
難
有
仕
合
奉
存
候
、
此
者
御
下
ケ
無
之
候
て
は
、
家
(相
続
)
そ
う
そ
く
相
成
兼
候
ニ
付
、
組
合
・
親
類
ヲ
も
つ
て
達
て
御
頼
申
専修法学論集 第122号 10
上
候
所
(マ
マ
)
、
約
束
御
下
ケ
被
下
難
有
仕
合
奉
存
候
、
然
る
上
ハ
向
後
少
し
も
不
法
之
義
仕
間
敷
候
、
若
シ
右
心
得
違
い
等
も
御
座
候
ハ
ヽ
、
此
者
心
ま
か
せ
ニ
相
成
候
共
、
私
一
切
い
ら
ん
申
間
敷
候
、
為
後
日
組
合
加
印
(札
)(仍
)
一
礼
如
て
如
件
岩
木
村
名
主
表
七
組
下
巳
与
七
㊞
三
月
七
日
同
村
組
合
長
五
郎
㊞
親
類彦
五
郎
㊞
加
印作
兵
衛
㊞
さ
ん
弟
松
之
助
最
上
院
様
御
台
所
御
役
人
様
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